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製薬企業の好循環サイクルは、 図 2 一 4 にも示すように、 
「売上高、 収益率等の指標」と「市場構造、 企業戦略等の 決 

定要因」の間に「技術ストック ( 新製品開発能力 ) を軸とし 
たコア・コンピタンス」の 保有であ る仮定する。 

さらに、 このコア・コンピタンスの 形 帯は薬効別の 売上高 

に顕著に現れると 考えられるため、 本論文では特に 以下の二 
つの事業に注目する。 
① 競争優位事業 : その企業の薬効別事業のうちもっとも 

高い業界シェアを 保有している 事業 
② 主力事業 : その企業の薬効別事業のうち 最も高い売 

上高を保有している 事業 

3. 分析手法 

3.1 薬効別売上高 

本研究では薬効を 以下の 8 つに分類したデータを 用いる。 

1) 神経系及び感覚器官用薬剤 
2) 循環器系・呼吸器系薬剤 
3) 消火器官用薬剤 

4) 抗生物質・化学療法 剤 ・生物学的製剤・ 腫瘍用 薬 
5) ビタミン・滋 養強壮・その 他の代謝性薬剤 

6) アレルギー用 薬 

7) ホルモン剤 

8) その他 

3.2  市場構造 

市場構造の分析としては、 製薬 10 社の薬効別売上高を 用 
いて各社の売上高による 技術ポジションを 定め、 それぞれの 

べ クトルのなす 角を技術距離と 定義し、 数量化 W 類を用いて 

分析を行った。 

企業 プの 技術ポジション   
Si: 企業 ソの 売上高 (1) 
S,": 企業 ァの 薬効 % 分野における 売上高 

任意の 2 企業間の技術距離は、 それぞれの技術ポジション 
のり・はそれぞれの べ クトルがなす 角の余弦により 定義され。 る 

D ‥ コ cos タ Ⅰ oPJ 七 (2) 
比 Ⅱ 巧 l 

これにより時系列で 技術距離の行列が 得られ、 その技術距 
離行列を数量ィヒ W 類により分析し、 売上高構造の 推移を得る 
ことができる。 

さらに、 全体の傾向を 時系列で把握するために、 技術ポジ 
ションのなす 角の平均の推移を 算出する。 技術距離は両者の 
技術ポジションのなす 角の余弦であ るため、 そのアークコサ 

インを取れば 両者の技術ポジションのなす 角度が分かる。 各 

企業ごとに他の 企業となす角度の 平均を求め、 さらに全社の 
平均を取ることで 売上高構造が 均質化しているのか、 多様化 
しているのかを 分析する。 平均角度が大きくなることは 多様 
化を 、 小さくなることは 均質化していることを 示す。 

3.3  企業内構造 

企業の薬効別の 売上高が均一化しているのか、 一つの薬効 
に集中しているのかを 数量的に表現して 企業の内部構造とす 
る ( 決して売上高が 均等であ ることが良いというわけではな 

い ) 。 この指標としてエントロピー (En 甘 popy) という概念を 
用いる ( ェ ントロピ一の 上昇は多様化を 示唆 ) 。 

  

『 - Ⅹ 乃， " 七 

  (3) 

月 : 売り上げ、 算出のシェア 

3.4 製品。 間スピルオーバー 

3.4.1 製薬業界の研究開発構造 
企業の研究開発において、 各企業は他の 企業と共同、 ま 

たはアウトソーシンバ 等を行 う 場合もあ るが、 独自で研究設 

備、 さまざまな種類の 研究者の雇用による 研究開発のための 
資源のプールを 形成する。 その限られた 資源を最大限利用し、 
発見 段ト怒 Discove け S 伍 ge) 、 早期 段卜牧 Early S ぬ ge) 、 終期段階 
(L 柑 e S ね ge) 、 市場投入後 (Po 寸 Launch) と 各段階でプロジェク 
トを遂行してゆく。 そのプロジェクトの 成否にかかわらず、 
それらのプロジェクトを 通じて各研究プロジェクトバループ 
はその薬効分野、 各段階における 技術のストックを 形成し、 
またその技術のストックにより 外部の技術を 吸収、 利用可能 
にすることを 可能にする同化能力 (Ass ㎞ latlon  Ca 脾 ci け )  を 
形成する。 

    
仙 -Llce Ⅰ㏄ d     

          姦， /   

図 3 一 1  製薬業界の研究開発 Bunch ㎝ dSchacht,2002 

プロジェクトでは 機能的リソース ( 臨床薬理学者、 毒物学 
者、 薬剤師、 統計学者、 臨床研究医専 ) からプロジェクトチ 
一ム を 組み、 それぞれの分野 ( 薬効 ) 、 段階における 新薬の開 
発、 既存の薬品の 改良を行うのであ るが、 あ るプロジェクト 
において開発された 新薬の分子は 最初に予想した 薬効だけを 
持つとは限らず、 他の臓器に対しても 有効であ ったり、 とき 

には他の臓器に 対してのみ有効であ る場合もあ り、 他の薬効 
の 技術としてもストックされ 得るく，薬品の 自己増殖機能 ) 。 

こうして、 企業の技術のストックの 全体は、 1. 自社が行っ 
た研究開発で 得られた技術のストック 2. 産業 ( 自社以外 ) 
が行った研究開発により 形成された技術ストックのスピルオ 
--/ Ⅰ -- プールから同化した 技術ストック 3. 自社の薬効間 

でスピルオーバーした 技術 の 3 つの和により 計算すること 
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(4) 
Z: 企 謁の同化能力 

r,: 企 菊の技術ストック 

r,: 潜在的技術スピルオーバープール 

( 企業プ以覚の 製薬業界全体の 技術ストック ) 

各薬効ごとの 同化能力も、 以上と同様の 方法で数学的に 定義 

することができる。 

Z, Ⅰ       

1  十 --""'--- A T,.7  ㍉・ ， /ATT 年 ,   
Z,: 金持における 薬効の同化能力 (5) 

乙 : 薬効Ⅰの技術ストック 

r.: 企 菊の薬効Ⅰを 除いたスピルオーバープール 

( 企 菊の技術ストックから 薬効 70 技術ストックを 除いたもの ) 

3.4.2  技術ストックの 形成プロセス 

た ( ん三 l-m, ん %j) 企業 / 

薬効   

外部潜在スピルオー         スピルオーバー 

図 3-2  技術ストック 形成プロセス 

4 分析モデル 

4.1 収益性の支配要因 

OIS=0( 文 ， 鰯ポ， Ⅳ ， C り 

0 パ : 売上高営業利益率 お売上高のエントロピー 

文 : 競争優位事業の 売上高 Ⅴ : 市場構造 (6) 

Sb: 主力事業の売上高 C Ⅱ景況 

企業の売上高営業利益率は、 その企業の競争優位事業の 売 

上高、 主力事業の売上高、 事業の多角化度、 市場構造、 そし 

て景況，から 影響を強く受けるものと 考えられる。 

(6) 式をオイラー 展開し、 両辺を時間で 微分すると、 

4 ひ 岱めパゐ d 羽 パぬわあ パあ の zSc ぬ 7 め パリひ (7) 一 " 一 """ " 一 """" 一一 """"""""" 一一 
ぬ 位 ぬ お み ぬ 帝ぬ 田ぬ 氾め 

両辺を OIS で割り、 変形すると 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

s, 空空 シ 里 0 パ紐 -d, 空空 王プ 0 は 

となる。 ここで両辺を 変形して、 

№ 0 Ⅰ 5 丁 ノ十は Ⅲ文 +P ㎞文 +y 面ど 千あ ℡ 材 + ク㎞ CI 

O Ⅰ S ユ ノ ふ け ぶぴダ方グ C で 

き 得る。 

4.2  製品間スピルオーバーと 事業別Ⅰ売上高の 関係 

新薬、 新製品の開発に 大きな影響を 与えるものとして 本研 
究では製品間の 技術スピルオーバーを 提唱してきた。 この技 

術のストックが 薬効 B@¥ の売上高に与える 影響を分析するため 

に、 競争優位事業、 主力事業との 関係を分析する。 
S 亡ガ ㏍   ) 

ガ売上高 

r": 製品間スピルオーバー 

このモデルにより、 先のモデルで 収益率に正の 相関を示し 

た事業 ( コア事業 ) と、 コア事業以外の 売上げに関して 分析 
な 行い、 符号関係と有志牲を 判断する。 

5. 分析結果 
5.1  市場構造 

数 三化 W 類の結果の一部を 以下に示す。 

    

図 5 一 1 1979 年の売上高構造マップ 

図 5 一 2 1989 年の売上高構造 マ 、 ソプ 
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図 5 一 3 1998 年の売上高構造マップ 
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図 5 一 4 技術ポジションがなす 角の平均の時系列推移 

売上高の構造は 1994 年ごろを境に 均質化してきていること 

が分かる。 これは各企業の 売上高に関する ェ ントロピ一の 上 

昇を考慮すれ ば 、 多様化を進めた 結果としての 均質化という 

ことがいえる。 

5.2  収益桂の支配要因分析 
表 4 円収益性の支配要因分析祐史 

      盆舟 伎位 主力さ 葉 企業内情近古 廿牡 Ⅰ Ⅰ 況 Ⅰ 目 Ⅱ． R"2 D.W 
式 日 -7.42 0.63           9.08 2.12 2.00 0.887 3.l8 

(-4.i71 (257) ( 一 386   (3.21) (2.29) (4.92)       
三 共 4.37 l.78 -@Bl 4.09 -11   56 -1.90 08870 206 

(0.7B) (221) Ⅰ l.371 (0.94) (-2.99) Ⅰ 2.281 
  

山之内 5.24 0.98 -4.88 1.6 Ⅰ 6.54 l.48 0 ． 780 2.40 
(1.28;   (2.33) (-3.44) (4.88) (t ． 89) (2.07)   

第 一 Ⅱ 8 14 0 ． l0 l.48 0 ． 43 4.87 2.16 0.952 2.l5 
(-9.59) (0.43) (3.47) (0.63) (3.95) (8.07) 
      

車 沢 -23.88 4.69 -2.47 3.62 -554 2.55 0 ． 696 268 

(-2.12) (2.39) ( 一 2.661 (1 18) ( 一 1.381 (1.58) 
  

田 辺 -5.30 一 2.37 0 ． 44 -0.64 11.62 3.36 0.6l9 272 

い .281 ( 一 2.541 (0.92) (-0.48) (3.26) (4.31) 
    

        -6.33 一 0 ． 39 0 ． 44 Ⅱ． 32 -2.52 0.88 0.974 2.88 
(-4.22) ( 一 2.35) (11.60) (-2.29) Ⅰ 2.281 2.63 
      

三 王 -1.00 一 0 ． 76 0 ． 13 0 ． 47 l.82 0.34 0 ． 6ll 2.80 

(-0.24) ( 一 l.451 (0.65) 0.21) (0.69) (0.57) 

Ⅰ 天 -1.94 一 0 ． 79 1.00 -0.57 f.47 0.23 0 ． 95l 2.06 
(-1.54) ( 一 3.87) (5.31) ( づ ． 87) 0.36) (0.85)   

片 田 -3.34 -1.23 一 0 ． 24 一 4.4l 4.13 l.l9 0 ． 838 2.63 

(-1.21) (-4.801 (-3.22) (-3.21   (044) (2.60)       

    け 有寸 

  5x 有寸 

5.3  製品間スピルオーバーと 事業別売上高の 関係 

表 4 一 2 製品 問 スピルオーバーと 競争優位事業、 主力事業の関係 

  

田 辺       
(091)             
  

  Ⅸ有寸 

  5t 有寸 

6. 拮甘 

本研究では、 企業の業績を 顕著に表す売上高営業利益率が、 市場構 
造、 企業内構造、 景況により影響を 受け、 さらに企業の 競争力の中 
枢であ る技術力の結果であ る薬効別の売上高を 用い分析を行った。 
また、 薬効別売上高が 製品問の技術スピルオーバ 一により直接的な 

影響を受け好循環サイクルを 形成していると 仮定し、 実証分析を行 
った 。 その結果大手企業において 製品 問 スピルオーバー っ コア事 

業売上高営業利益率の 好循環サイクルが 確認された。 また、 中小企 
業に関しては 競争優位事業よりも 主力事業、 事業の集中が 収益率に 
正の相関を持つことが 確認された。 
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